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手
紙
が
語
る
人
柄
と
交
流
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一
通
の
蕪
村
の
手
紙
に
は
、
一
編
の
物
語
を
読
む
よ
う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。「
蕪
村
の
手
紙
Ⅱ
」

は
、
飾
ら
ぬ
言
葉
で
綴
っ
た
手
紙
の
数
々
を
独
特
の
温
か
み
の
あ
る
筆
跡
と
共
に
楽
し
め
ま
す
。
生
涯

い

ぼ
く

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
を
伝
え
る
手
紙
を
中
心
に
、
絵
画
や
遺
墨
、
蕪
村
を
巡
る
人
々
の
作
品

と
新
た
な
一
面
を
伝
え
る
資
料
を
公
開
し
ま
す
。
あ
る
時
は
大
胆
に
、
あ
る
時
は
繊
細
な
筆
づ
か
い
に

導
か
れ
、
蕪
村
の
紡
ぎ
だ
す
豊
か
な
世
界
に
訪
ね
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
問
い
合
わ
せ
は
市
立
伊
丹
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２
・
５
９
５
９
へ
。

岡
田
利
兵
衞
の
研
究

画
俳
共
に
優
れ
た
文
人
で
あ
る
蕪

村
は
、
現
代
で
も
研
究
者
や
愛
好
家

か
き
も
り

が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
柿
衞
文

り

へ

え

庫
の
創
始
者
、
岡
田
利
兵
衞（
号

柿

衞
）
も
、
蕪
村
を
俳
諧
研
究
の
主
要

テ
ー
マ
の
１
つ
と
し
ま
し
た
。げ
っ
け
い

著
書
『
俳
画
の
美

蕪
村
・
月
渓
』

は
早
く
か
ら
「
俳
画
」
に
着
目
し
、

そ
の
史
的
変
遷
を
追
究
し
た
柿
衞
翁

（
岡
田
利
兵
衞
）
が
蕪
村
を
「
俳
画
」

の
大
成
者
と
し
て
位
置
付
け
、
俳
諧

と
画
業
の
両
面
か
ら
蕪
村
の
作
品
と

人
物
を
研
究
し
た
も
の
で
す
。

手
紙
か
ら
見
る
蕪
村

柿
衞
翁
が
研
究
の
資
料
と
し
て
重

視
し
た
の
が
書
簡
で
す
。
情
報
量
が

多
く
、
年
次
推
定
が
可
能
な
書
簡
は

蕪
村
の
伝
記
研
究
だ
け
で
は
な
く
、

筆
跡
研
究
の
根
本
資
料
と
し
て
も
有

効
で
す
。

か
い

し

何
よ
り
も
、
短
冊
や
懐
紙
な
ど
の

「
鑑
賞
用
文
字
」
と
は
違
い
、
「
実

用
の
文
字
」
で
書
か
れ
た
手
紙
に
は

蕪
村
の
飾
ら
ぬ
人
間
性
が
現
れ
て
お

り
、
蕪
村
の
人
格
を
理
解
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
資
料
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

柿
衞
翁
の
研
究
姿
勢
を
受

け
継
ぎ
、
２
０
１
９
年
に
蕪

村
の
手
紙
に
主
軸
を
お
い
た

展
覧
会
「
蕪
村
の
手
紙
」
を

開
催
し
、「
蕪
村
の
手
紙
Ⅱ
」

は
そ
の
続
編
と
な
っ
て
い
ま

す
。

蕪
村
と
人
々
の
交
流

前
展
で
は
、
蕪
村
の
俳
歴

に
お
け
る
主
要
な
作
品
を
中

心
に
取
り
上
げ
、
蕪
村
の
生

涯
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
続

編
と
な
る
同
展
は
、
蕪
村
のき

高
弟
で
あ
る
俳
人
の
高
井
几

と
う董
や
蕪
村
に
画
俳
を
学
ん
だ

松
村
月
渓
を
は
じ
め
と
す
る

蕪
村
を
巡
る
人
々
と
の
交
流

や
、
俳
諧
と
画
業
の
関
わ
り

な
ど
、
蕪
村
へ
の
理
解
を
よ

り
一
層
深
め
る
機
会
と
な
る
展
示
で

す
。ま

た
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
資
料
や

同
展
の
準
備
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ

た
初
公
開
資
料
も
取
り
上
げ
、
蕪
村

研
究
の
最
前
線
を
示
す
展
覧
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
開
催
期
間
】
９
月
１０
日
〜
１１
月

６
日
（
１０
月
３
〜
５
日
は
展
示
入
れ

替
え
の
た
め
休
止
）。

【
入
館
料
】
▽
一
般
"
８００
円
▽
高

校
・
大
学
生
"
６００
円
▽
小
・
中
学
生

"
４５０
円
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
＆
講
座

★
記
念
講
演
会
「
手
紙
の
中
の
蕪
村
」

１０
月
２
日
㈰
。

聖
徳
大
学
名
誉
教
授
の
中
野
沙
惠

さ
ん
に
よ
る
講
演
。

【
受
講
料
】
▽
一
般
"
千
円
▽
高

校
・
大
学
生
"
５００
円
。

★
「
蕪
村
の
俳
画
を
楽
し
む
」

９

月
１９
日
㈷
。

画
家
の
戸
田
勝
久
さ
ん
に
よ
る
講

演
。

【
受
講
料
】
▽
一
般
"
１
千
５００
円

▽
高
校
・
大
学
生
"
千
円
。

す
み
れ

★
「
菫
と
ぺ
ん
ぺ
ん
草
」

１０
月
１５

日
㈯
。

俳
人
協
会
常
務
理
事
の
西
村
和
子

さ
ん
に
よ
る
講
演
。

【
受
講
料
】
▽
一
般
"
１
千
５００
円

▽
高
校
・
大
学
生
"
千
円
。

い
ず
れ
も
午
後
２
時
。

◎
観
柿
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
蕪
村
を
楽

し
む
―
手
紙
と
絵
と
俳
句
と
」

１１

月
３
日
㈷
午
後
１
時
半
。

伊
丹
大
使
で
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
名
誉
館
長
の
坪
内
稔
典
さ
ん
と

日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
の
内
藤

美
穂
さ
ん
、
関
西
大
名
誉
教
授
の
藤

て
い
だ
ん

田
真
一
さ
ん
に
よ
る
鼎
談
。

【
受
講
料
】
▽
一
般
"
千
円
▽
高

校
・
大
学
生
"
５００
円
。

＊

＊

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

定
員
各
１００
人
。

#
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
!

７７２
・
５
９
５
９
）
へ
。
先
着
順
。

建建
築築
とと
彫彫
刻刻
のの
交交
差差
展展

隈隈
研研
吾吾
××
三三
沢沢
厚厚
彦彦
××
棚棚
田田
康康
司司

伊
丹
市
新
庁
舎
が
１１
月
に
開
庁
す

る
こ
と
を
記
念
し
、
次
の
通
り
展
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
"
９
月
１０
日
〜
１１
月
６
日

▽
会
場
"
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▽
内
容
"
新
庁
舎
の
基
本
設
計
を
手

掛
け
た
建
築
家
の
隈
研
吾
さ
ん
に
よ

る
模
型
や
現
代
彫
刻
家
の
三
沢
厚
彦

さ
ん
、
棚
田
康
司
さ
ん
が
新
庁
舎
建

設
地
に
あ
っ
た
ク
ス
ノ
キ
を
活
用
し

制
作
し
た
新
作
６
点
を
展
示
▽
観
覧

料
"
▽
一
般
"
５００
円
▽
高
校
・
大
学

生
"
３００
円
▽
小
・
中
学
生
"
２００
円
。

◎
「
昭
和
」
の
時
代
の
収
蔵
品
解
説

９
月
１８
日
㈰
午
前
１１
時
、
午
後
２

時
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
、

旧
石
橋
家
住
宅
で
。

現
庁
舎
が
で
き
た
、
昭
和
時
代
の

資
料
を
解
説
を
交
え
紹
介
。

定
員
各
１０
人
。

無
料
。

#
９
月
１
日
か
ら
電
話
で
市
立
伊

丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。
先
着
順
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２

・
５
９
５
９
。

伊
丹
郷
町
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ

秋
の
夜
長
フ
ェ
ア

９
月
９
〜
２５
日
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
内
、
旧
石
橋
家
住
宅

ぐ
い
呑
み
や
お
ち
ょ
こ
、
秋
の
夜

を
彩
る
作
品
を
展
示
販
売
。
作
家
の

１
点
も
の
で
秋
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

伊
丹
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
第

１７
回
伊
丹
工
芸
ク
ラ
ブ
会
員
展
「
２

０
２
２
伊
丹
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
」
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
"
９
月
１０
〜
１９
日
▽
内
容

"
陶
芸
・
染
織
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
絵

画
―
―
な
ど
の
作
品
を
展
示
・
販

売
。

市
立
伊
丹
高
商
業
科

期
間
限
定
カ
フ
ェ

市
立
伊
丹
高
商
業
科
が
プ
ロ
デ
ュ

カ

ル

マ

テ

ィ

カ

フ

ェ

ー
ス
す
る
「C

a
lm
a
ti
C
a
fé

〜in

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を

次
の
通
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▽
日
程
"
１０
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
▽
会
場
"
市

立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
、
旧
石
橋

家
住
宅
▽
内
容
"
同
校
生
徒
が
開
発

し
た
菓
子
や
パ
ン
が
楽
し
め
る
カ
フ

ェ
や
輪
投
げ
―
―
な
ど
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２

・
５
９
５
９
。

第
３２
回
鬼
貫
賞

受
賞
者
が
決
定

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
郷

土
伊
丹
の
偉
大
な
俳
人
、
上
島
鬼
貫

を
顕
彰
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
「
第
３２
回

鬼
貫
顕
彰
俳
句
」
の
受
賞
者
を
選
出

し
ま
し
た
。

小
学
〜
高
校
の
部
４
部
門
に
計
１

万
４
千
３５３
句
の
応
募
が
あ
り
、
鬼
貫

賞
４
句
、
佳
作
３６
句
、
入
選
２３５
句
、

一
般
の
部
は
全
国
か
ら
１
千
４２
句
の

応
募
が
あ
り
、
鬼
貫
賞
３
句
、
入
選

１５
句
が
決
定
し
ま
し
た
。

鬼
貫
賞
各
部
の
作
品
と
作
者
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
小
学
校
低
学
年
】
「
な
の
は
な

は
ど
ん
ど
ん
さ
い
て
ひ
ろ
が
っ
て
」

島
長
湊
（
花
里
小
３
年
）。

【
同
高
学
年
】
「
帰
っ
て
く
海
の

底
ま
で
夕
焼
け
が
」
福
田
蘭
子
（
緑

丘
小
６
年
）。

【
中
学
校
】
「
母
の
腕
晩
夏
に
気

付
く
た
く
ま
し
さ
」
酒
井
優
（
北
中

３
年
）。

【
高
等
学
校
】
「
夏
服
の
白
に
心

の
青
も
透
け
」
井
上
萌
結
（
県
立
伊

丹
高
２
年
）。

【
一
般
】
「
朝
顔
が
隣
の
庭
へ
咲

に
ゆ
く
」
志
々
見
久
美
（
西
宮
市
）。

「
雑
踏
に
陽
性
陰
性
春
の
月
」
髙
梨

裕
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）。「
つ
ば

め
来
る
つ
ぐ
み
は
帰
る
儂
は
居
る
」

谷
茂
男
（
愛
媛
県
松
山
市
）。

か とう

蕪村筆佳棠あて書簡（公財）柿衞文庫蔵

隈
研
吾
さ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ

以
前
の
カ
フ
ェ

秋
の
夜
長
フ
ェ
ア

住住友友電電工工陸陸上上フフェェススタタ
五輪出場選手と５０ｍ勝負！

交通安全フェスタ

inいたみ２０２２

五輪、世界陸上代表の短距離走者と５０ｍ走に
挑戦してみませんか。日時などは次の通り。
【日時】１０月１６日㈰正午
【会場】住友総合グランド陸上競技場（瑞ケ丘２）
【内容】住友電工㈱陸上部の小池さん、多田さ
ん、泉谷さん、御家瀬さん――などと５０ｍ走
【対象・定員】小学４～高校生５０人
【参加料】無料
!９月１６日までに住友電工㈱
（!０６-７６３９-５３９８）ホームペ
ージ（二次元コードから読み取
り可）から電子申請を。２２日に
当選者に連絡します。

伊丹交通安全協議会は、９月２１～３０日
の「秋の全国交通安全運動」期間にちな
み次の通り交通安全フェスタを開催しま
す。
【日時】９月２３日㈷午前９時～正午
【会場】阪神自動車学院（池尻７）
【内容】▷マイカー点検教室▷縁日コー
ナー▷電気自動車の試乗▷子ども免許証
の発行▷自転車教室――など
【参加料】無料
開催状況など詳しくは「エフエムいた
み」「いたみん」ホームページをご覧く
ださい。


